
 

笑顔で意気込みを語る紅露さん

 
今回受講された⽅を対象に、追加講習（出穂期以降の管理）を 7 ⽉上旬に予定してい

ます。なお、追加講習だけの参加も可能ですので、開催⽇程等の詳細については、NOSAI

徳島のホームページ（www.nosai-tokushima.jp/）にてご確認（６⽉掲載）をお願

いいたします。   

問合せ先：NOSAI 徳島東部⽀所（088-675-0120）農作物共済係まで 

徳島県農業共済組合は、平成 27 年 3 ⽉ 10 ⽇（⽕）、損害防⽌事業の⼀環として「⽔稲栽培講習会」（徳島県⽴農林

⽔産総合技術⽀援センターと共催）を開催、県内各地から⽣産者 47 名（午前の部 26 名、午後の部 21 名）が参加し

た。 

今回で 6 回⽬となる講習会では、同センター⾼度技術⽀援課の新居智課⻑補佐が講師を務め、育苗から⽥植え後の

管理までの基本技術の確認と病⾍害防除対策について講義が⾏われた。 

 特に、病⾍害の⾒分け⽅や具体的な防除⽅法について受講者の関⼼は⾼く、熱⼼にメモを取る傍ら講師との活発な

質疑応答が⾏われるなど、損害防⽌と品質の良いお⽶作りに真剣に取り組む⽣産者の意気込みが伝わる講習会となっ

た。 

＜受講者の声＞ 

「講習会は広報紙で知って毎年参加しています。栽培⽅法など、新しい情報を得られる 

のでありがたいですね」⽯井町 篠原修⼀さん（63 歳） 

 

「⽔稲と果樹を栽培していますが、害⾍の防除が悩みの種でした。病気や⾍の防除に 

ついて詳しく聞けたので⼤変参考になりました。今後も講習会に参加して、地域の為 

に頑張っていきたいです。」海陽町 紅露勝⺒さん（68 歳） 

真剣に資料を確認する受講者 新居講師の説明に聞き⼊る受講者 


